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飛騨高山匠の技の歴史は古く，古代の律令制度下では，匠丁（木工技術者）として徴用され，

多くの神社仏閣の建立に関わり，平城京・平安京の造営においても活躍したと伝えられている． 
しかし，現在の匠の技術や製品についても，これら伝統文化産業における後継者の問題や海外

への展開，地域アイデンティティの復活など匠の技を取り巻く解が見えない課題が山積している． 
本研究では，知識基盤社会におけるデジタルアーカイブを有効的に活用し，新たな知を創造す

るという本学独自の「知の増殖型サイクル」の手法により，これらの地域課題に実践的な解決方

法を確立するために，「知的創造サイクル」をデジタルアーカイブに応用して地方活性化のため

の交通・観光施設で広報活用するための方法について報告する． 
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１．はじめに 

地域の伝統文化産業を支える財源確保のた

めのエビデンスの整備は喫緊の課題であり，ま

た，税金だけでなく，社会的投資等外部資金の

確保のためにも地域伝統文化産業への投資効

果を明らかにすることが求められつつある．ま

た，デジタルアーカイブの連携に関する関係省

庁等連絡会・実務者協議会が平成29年4月に提

言した「我が国におけるデジタルアーカイブ推

進の方向性」においても，評価指標の見直しを

提言している． 
こうした状況を踏まえて，本研究では『飛騨

高山匠の技デジタルアーカイブ（以下，飛騨高

山匠の技ＤＡと呼ぶ）』を取り上げ，それぞれ

の伝統文化活動の社会経済的効果及び意識的

効果を構造的に且つ定量的に分析することで，

地域の伝統文化政策立案，財源確保への有効な

モデルとなると考え，ここではデジタルアーカ

イブを用いた地域活性化について報告する． 
 
２. 地域資源デジタルアーカイブ 

飛騨高山の匠の技に関する総合的な地域文

化の創造を進めるデジタルアーカイブでは，産

業技術，観光，教育，歴史等で新しい「知の増

殖型サイクル」を目的とした総合的なデジタル

アーカイブとして捉えている．そこで，これら

の飛騨高山匠の技ＤＡを「知の増殖型サイクル」

として適用すると図１のような構成になる． 

飛騨高山匠の技の代表でもある木工家具は，

伝統的な産業として国内および海外でも高級

家具としてよく知られているが，それ以外の飛

騨春慶塗を始め一位一刀彫りなどは，飛騨高山

の匠の技の伝統産業とされているものの販売

も芳しくないのが実情である．そのために，匠

の技を受け継ぐ後継者はきわめてまれな状況

であり，飛騨高山の匠の技が次の世代に伝承す

ることが困難となってきている． 

そこで，この「知の増殖型サイクル」を具体

的に飛騨高山匠の技ＤＡに適用し，知の増殖型

サイクルとしての大学や地域資料デジタルア

ーカイブの開発を試みた．このことにより，飛

騨高山匠の技ＤＡを構築し，その地域資源デジ

タルアーカイブのオープン化と共にそのデー

タを有効的に活用し，新たな知を創造する本学

独自の「知の増殖型サイクル」を生かして地域

課題を探求し，深化させ課題の本質を探り実践

的な解決方法を導き出す手法を確立すること

が可能になる． 

 

図１ 知の増殖型サイクル 

 

３．デジタルアーカイブの新しい利活用 

 知識基盤社会においては，様々な正確で良

質な知識の集合体の整備が重要であるが，知

識循環型社会の実現においては，様々な知的

資料を集積した知識の集合体をどのように利
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活用するかが重要になる．また，様々な利用

者が活用するためには結果よりも作業のプロ

セス情報が必要となり、意思決定結果より，

意思決定のプロセスのほうが必要となる．即

ち，知識循環型社会おいては結果のアーカイ

ブよりプロセスのアーカイブが必要となる． 

 デジタルアーカイブについても，最終的な

作品より作品の作成プロセスのデジタルアー

カイブが重要となる．今回，飛騨高山匠の技

ＤＡについては，一位一刀彫や飛騨春慶塗の

製作過程をデジタルアーカイブしている．こ

のように，デジタルアーカイブする対象につ

いても，知識基盤社会と知識循環型社会とは

異なり，利活用することにより，新たな知識

を創造する社会（知識循環型社会）に対応し

たデジタルアーカイブをする必要がある． 

 知識循環型社会においてデジタルアーカイ

ブした飛騨高山の匠の技データベースが，５

万件近い情報を非公開長期保存型データベー

スに保管している．この地域資源デジタルア

ーカイブを交通・観光に活用し，地域活性化

をするために，デジタルサイネージへの展開

を考えた． 

 デジタルサイネージは，一般に「サイネー

ジ」と呼ばれることもありるが，「電子看

板」，「電子広告」などとも呼ばれている． 

主な用途としては，紙に代わる新しい情報

伝達媒体として利用されており，画像や動画

などデジタルコンテンツとディスプレイを組

み合わせて，紙のポスターやお知らせを置き

換えて使われることが多い． 

 今回，図２に示すように飛騨高山匠の技Ｄ

Ａした2万点の情報から知の増殖型サイクルの

プロセスを抽出しデジタル映像コンテンツと

して作成した． 

 デジタル映像コンテンツの構成は，図３の

ように上部に，飛騨高山匠の技に関する動

画，その下に高山祭に関する静止画，飛騨の

匠の建物の静止画を配置し，最下段にテキス

トを配置してある．静止画については，10枚

程度2秒毎に替える仕様にしてある．なお，画

面の縦横や，構成のついては自由に作成可能

である． 

このようなデジタルサイネージを地域文化

の広報のために活用することは地域活性化並

びに伝統文化の発展としても効果があり，地

域資源デジタルアーカイブの新しい利活用と

して可能性がある． 

2017年4月「デジタルアーカイブの連携に関

する関係省庁等連絡会・実務者協議会」によ

る報告書『我が国におけるデジタルアーカイ

ブ推進の方向性』と『デジタルアーカイブの

構築・共有・活用ガイドライン』が発表され

た． 

その報告書『我が国におけるデジタルアー

カイブ推進の方向性』の中では，「活用」と
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図２ デジタルアーカイブの新しい利活用 
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「共有」と

いう言葉が

頻繁に使わ

れ，「循

環」や「サ

イクル」

「還元」と

いう言葉も

使用されて

いる． 

現在，ま

だデジタル

アーカイブ

の構築・提

供において

は，活用が

想定されて

いない場合

が多い．例

えば，コピ

ー・ダウン

ロード・メ

ール送信が

不可，専用

ソフトが必

要で汎用性

がない，画

像・ブラウ

ジングのみ

可能で本

文・索引が

検索できな

いなど，利

用者ニーズ

に対応した

システム構

築となって

いないこと

が課題とな

っている．また，海外研究者や国内在住外国

人といった利用者を想定しておらず，英語を

基本とした外国語に対応していないといった

問題もある．インターフェイスの英語化に加

えて，少なくともメタデータについては，英

語又はローマ字で表記されることが求められ

ている．デジタルアーカイブは構築して終わ

りではなく，有効に活用してもらうために

は，利用者側と一緒に育てていく仕組みが必

要である． 

例えば，Wikipediaでは，利用者に情報の追

加や更新などを行ってもらうことで，低コス

トで新しい情報を維持することを可能として

いる．他方，我が国においては，一部の市民

活動によるコミュニティアーカイブのほか

は，活用促進のための活用コミュニティの形

成といった取組はほとんど見られない． 

「デジタルアーカイブは構築して終わりで

はなく，有効に活用してもらうためには，利

用者側と一緒に育てていく仕組みが必要」と

してWikipediaを例に挙げている． 

これまでのデジタルアーカイブでは，利用

者は一方的に利用するだけだったが，これか

らは制作機関だけでなく，利用者も一緒にな

ってデジタルアーカイブを育てていくという

考え方である． 

報告書の中でもよく使用されている「つな

ぎ役」と「成果物の還元」が重要となると考

えられる．「つなぎ役」とは「Europeanaの

「アグリゲーター」，DPLAの「ハブ」に相当

する役割・機能を果たす機関のことをいい，

分野・地域コミュニティにおけるメタデータ

を集約し，API等による提供を行う機関」とし

ている． 

 そこで，成果物の還元として，また，地域

課題の解決として効果が期待できるのがデジ

タルサイネージである． 

 

４．地域課題の解決への適応 

岐阜県の長期構想において，地域資源を活

かしたまちづくりが重点課題となっている．

岐阜県観光振興プラン（平成25年3月）でも，

観光資源の発掘とそれを支える人材の養成が

重要課題と位置づけられている．地域の大学

は知の拠点として地域で活躍できる人材の育

成が使命である．しかし，これまで地域との

連携は十分でなく，地域の真のニーズに応え

た教育や研究が大学でなされてきたとは言い

難い．特に，農山間地が多く自然が豊かな岐

阜県では，木工等に関する伝統産業の継承や

美しい観光資源の活用と発掘が重点課題とな

っており，それを担う人材の育成と供給が重

要となってきた．このために本学では，デジ

タルアーカイブの拠点大学として2013年よ

り，それの「知の増殖型サイクル」を開発

し，観光，教育分野で人材育成の試行研究を

行ってきた．その研究成果として，沖縄県の

小学校では有意な学力の向上が認められ，デ

ジタルアーカイブの利活用が本事業の推進に
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図３ デジタルサイネージの

画面構成 

図４ 実際のデジタルサイ

ネージの画面 



有効との感触を得た．  

具体的に，飛騨高山匠の技と伝統文化産業

の振興について次のように認識している．  

・伝統文化産業（春慶塗・一位一刀彫）にお

ける後継者不足と地域アイデンティティの

復活 

・伝統文化遺産の整備と観光産業の国内外へ

の展開が不十分 

本学では，デジタルアーカイブを有効的に

活用し，新たな知を創造する本学独自の「知

の増殖型サイクル」を生かして地域課題を探

求し，深化させ課題の本質を探り実践的な解

決方法を導き出す人材を養成する大学に変革

することを目指している．そのためには，地

域の課題を抽出することから始め，大学の知

識を集約して地域資源デジタルアーカイブを

構築し，このデジタルアーカイブを有効的に

活用し，地域の課題を実践的な課題解決の方

法を導き出す人材養成のための，デジタルア

ーカイブの構築と，それを有効的に活用する

ための教材，教育方法を開発することが大切

である． 

 

 

５．おわりに 

本学では，建学の精神「人らしく，女らし

く，あなたらしく，あなたならでは」の下，

広く豊かな教養と高い専門的知識・技術を育 

み，地域社会で主体的に活動できる人材を育

成している．そのために，地域で主体的に活

動できる人間力の育成を目指して，多様な授

業形態を組合せた教育課程を体系的に編成

し，それを実践・評価している． 

この地域資源デジタルアーカイブは，学生

自らが，その地域資源を有効的に活用し，新

たな知を創造するという「知の創造サイク

ル」を生かして，地域の様々な解の見えない

課題に主体的に向き合い，地域課題を解決す

ると共に，地域に貢献する大学として，地方

創成イノベーションの実現と県内の地域の伝

統産業の振興並びに観光資源の発掘を行う大 

学を目指す． 

地域資源デジタルアーカイブでは，自分の

生まれた地域のさまざまな文化資源などをデ

ジタルアーカイブしてみることにより，これ

までに気付かなかったさまざまなものが，素

材を通して見える．この地域のデジタルアー

カイブは，このようにさまざまなことを発見

し，理解を深めていく上で大切な教育活動で

ある．また，地域資源デジタルアーカイブに

は，地域の人々の参加が必要となってくる．

特に，地域の資料の収集，デジタル化には，

地域の実情に応じた活動が重要であり，今

後，地域住民たちが身近な場で地域のデジタ

ルアーカイブをすべきである．このために

は，学生自らが自分たちの「地域資源」とし

ていかに主体的に発見・収集・整理すること

できるかが課題である．また，このような地

域の人々や，大学，産業界，行政等との協働

によるデジタルアーカイブの活動を，地方創

成イノベーションの実現における教育活動の

一環として捉えることが重要である． 

デジタルアーカイブは，単なる記録ではな

くて，研究成果，「知」を集積することがデ

ジタルアーカイブに問われている．大学が大

学としてのアイデンティティを確立するため

にも，「知」の拠点としての地域資源デジタ

ルアーカイブを含めた総合的な大学デジタル

アーカイブを構築することが求められてい

る． 
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